






















地 目： 和歌山川西牟婁郡白浜町宇品3739番地，lL1林 ， 保安林， ！!Ii~致地区。
位 置 ：和歌山県田辺湾の南東部にあり。.i:-0の西北角，標高 14mの丘上にある三灼点は
北 総 33度41分37.5秒
京経 135度21分56.9秒
面積： 従米の公的面的 2町 6反 4畝2421メ（79441十）
｜！日和43午8月実rJlJ値 26529 m2 (8025坪）
地形および地質 ：約 250mの底辺を北にして， 約 300mを南に伸びる制長い三fJJI；の本山（25981m2)
と， その回h約 150mにある小さい岡山，小丸山 （548m2.ただし， 本名称、は巷聞にあやまり呼ばれ
ている俗称であるD 以下便宜上本名称を使用 した。）よ りなっている。 本 t臼の西北部は， 高i!:YJU ~J= tζ水
没する岩礁をな して西方に延び，小丸山を越えてほぼ 350mlζ達する。本山西南岸の大部分および




し，1f白胞の瀧本が下生えをなしている。その＇－ IJtζネズ ミドオシな どが見られることから推して，畠l誌
は十!JI斗と造って，処女林ではないと考え られている。平坦地はかつて桑自！として使用されていたが，
これが白鳥の名称のl1~1 米であろ う D しかし ， Q名に関 しては， 遠く源平合戦の時代に遡って， も旗楊
げj；百 ＋ を起 i!J~i とする説もある。
畠島潮間帯の概況 ：田辺湾においては，最高約 2mまでの干満差が認め られる。 と乙ろで，i1:9J高約
30cm以下の干j仰に際しては，本，1；；の西1WJlζ，ほほ烏の面杭に匹敵する広大な沖J問；：1；：が長谷出する。本
日 ・小メL,1:-0問の以出城南半部は砂乃至は砂泥地であるが，仙はすべて岩Wtをなしており，特に消l間；日
Tl_§ if;M部におけ るゐ1・＠~はいちじるしい。 小丸 l誌の付近には， かなり 広い疎地があり ，小丸島 と西端岩礁
との聞には，いちじるしい転石北がある。砂泥地；：I ~：の束半分には， 現在ウミヒノグモが生育 しており ，
本山西北部寄りの 1liP~ tζは牒を混じたアオ ノリ ，：I ~：がある。キ~－ 7~f.（；：域にも ， 平J:i=l. なフ ラ ッ 卜・ 緩急、さ まざ
まな似斜面 ・JI・＇，l:1jれ固な どの変化があり，また，いわゆる漣痕 ・乾裂 ・団塊 ・あるいはMltiuの化石
などの地質学的記録がと どめられている。





田辺湾一帯の生物相 ：紀初こj"'.,1;juJ1生Iiド，ほ YJ 凶＼：＇1~33J_Q 42 j ｝＇仁lζ11心をもっている川辺川は，｜些Ikj~~ I 行
部から紀伊半ιにかけてω地 11；と点流する思i＇： ~J 比のために， l民 iれの与三和1.~ を強 く叉けて， 熱，：！Ht ・ ii Ht~~ 
川性の出産生物が：：＇.~： ，，.；~；で ある 。 ）どに ， その地）｜ラがきわめて後雑であるために， J青臭 iii) には，；m,:1~ ：i乙広
く」よられる沿岸性 ・｜什的＇Vi：の生物も数多くすんでいる。両者を台して，湾を11心とする紀尚一心；から
う、けられている生物は，ザI］えば住l、畑、はLOOOH:lζjlく，貝知はが01,300H:, イシサン コー 矧はが060H:, if1i泌
矧は 420極のmくべき数字に達しているD
付近の気似もきわめておだやかであり， lリjるい｜山 .i91i'l '1する？lu'i)j~ ・ 大制似な u 本庭 l~i\irもまがうば
かりの栴if似と相まって， 湾の p(jを J包く白浜 IIり を M~光地として名高くしている。 j奇奥 ）J~のほぼ 1 j1央に
ある＋1,1；占は，；l・i.熱，：I ~ ：，性樹木よりなる iljt処女林として天然U念物 lこ指定されているD
LEI辺湾のi1iJ1：生物は，J]i.にその利類が多く変化lこ’ムんでいるだけではない。問先や：Jミl'i1教tJlζ必要
な数lb；をJ:nliえる乙とができる生物のH:fJ;iが渋くほど多い。例えばイ、lili の前川を－；~する 11\Jlζ，10刊以
上のウニ類が (ij~察され， そのうちの 8Hi くらいを ！iH先や夫？！？の材料に川し 1 る乙とができる。
このように拘.1!J~生物に山み，また）凪抜から保 ，：笠されたきわめて安全な｛淀川水域を作え， しかも京｜批
判lからさほど）tJ1！：れていなし4」在の白沢の地は，if1jl半生物！リ｜先の Jt＇として .~Jk iζl~ ｝J:l的な Jtj所である。 ほ
ぼ半世紀の以前に，乙 ）.iζ1:if,・; 1句研究所の，i元致を策した和歌｜以および当叫の瀬戸j；、j当局の先川の lリ！
と， 乙の地lζ ！Jf-先所設 li'•'i＇.を決定した当 11与の京都千行 1~1~ 1 大学｜則係者の中11i'Miな判断 lζ は ， ただただ感服のほ
カユなし）0
白山およびその付属山間；は坂田昇ーと相対して， i間不夕、fl・11.l"ihlJ.キ｜｜町制iなと、の入江によって，きわ
めて俊雄なよ山形を呈している向奥点ドUi'.;r） を外洋と 1;1＼~j てるように， ほ Y京i担 l乙長く fJ'iiたわっているo
第 1I送L 出品のJRY'Hf］。ここにはほぼ‘ 300m2の＋：j:!Jーなおi慌がある。
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外仰の；j＇（ は 日 ,I~ と 十111 .＇；；； の「！日から ， ,i＇.~j の 束。［lj （本深約 20mまで）を通って束南湾奥部に流入し，湾





















ー；：，r~：にはかなりの広さのきわめて浅い i1:9J だまり （タイ ドプーノレ）が散在している。









すんでいるケガキに比べて， ~；~の突起が小さい乙とが自につく。 こ のあたり にあ るや〉深いタイドプ




トc プールがあるが， 一川は -f~f .:f lζはウミト ラノオに出われている。プールU)l ~J1 lこはカリガネエガ‘イ が
H おしており，スガイ ・イシダタミ ・アマガイ ・アマオブネ ・レイシ ・レイシダマシ ・ウネレイシ夕、
マシ ・イボニシなどのとH.lが凡られ，ヒザラガイ ・ヨメガカサ ・マツバガイ ・スソカケ力、、イなどり＇Iづく
休動物がくっついている。；J<.111 lζは，クロ イソカイメン ・ダイダイイソカイ メンおよびタテジマイソ
ギンチヤ ク ・ヨロ イイ ソギンチヤクがいる 0 y~~ や山 U)l!'iJ には，作filu）ヨコエビ ・ウツムシ ・ウミウシ
なと、が治んでいる。
低i1:u1r~1~ から断深，： 1 ~ ： i主1!JI・にかけては，＇.／；－，ととは力サネ カンザシやクジャクガイω白川’民lこ出われ，イ ボ
ニ シ ・ レイ シダマシが集って， ホーズキ（卵袈） を ｝~じみつけている Jtj1f1iも刷察される。とこ ろどこ ろ
にヒバ リガイ モドキの別抗があり，いたる！肝にキクノハナガイが｛、J・若しているa また，アコヤ力、、イ も
I ＼文~ ~ される。
乙うして， 乙ωフラ‘y 卜lζ しばらくカユがみ乙んでいるだ、けで，外j下．｜／サ7;1t1il1j ・Iゾ
」よし，またi1:u1川川／｜：物の垂直（i'-JなすみわけをFiJ.f1げすることができる。
乙のフ ラットのす ぐ凶北にあるふ＇°－；・Mtlこは，特にアマガイ が多い。
第 21主1. 畠j誌の凶Jじl判三j(j人＇J,-/Jミら小）L,1誌を望む。 小九島のイIプjはるかに， lぶ大な
ltfil y;/ij .：／~· liJ,1;；が見える 。 手前の ~1正 J\1. な ：t; j(1i ~こは，いわゆる拙痕が支lj ま れている 。
こ の；＇＼I~i} Iこもtいてはほ‘ 200mによ（る砂浜がある。 かつてここω抄1iiこ は熱心~： ti:.のイソハマグリが
跳F（し，その トーー伎にはスナゴカイやlHのイカリナマコがすんでいたが，（1Jらの川悠もfj-われなかっ
たために， （i少 iF は秘返し 1J:Li り I~ され， ／？では イ·＇／＇！： 7'J＞の イソ ハマグリを記長すのみである。 砂浜 lζ打」二け・ら
れた向藻ω下には，ヨコエビの 1 磁ハマ トビムシやハネ カクシ ・ ゴ、ミ ムシ ・ 卜ビムシな どの昆~がm~
がり ， 藻がJ~＇ fiu；する W!} J切 には， その下に イソ ミミズが_I, ~ られる。
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ボヤ ・ムラサキイガイ などイ寸着動物の幼生が付着し生長している ことがあって面白い。
砂）J立を小丸山lζ向って進むと牒，：1；：がある。礁の聞の砂巾にはアサリ・ヒメアサリおよびケマンガイ
がいるが，久しきに亘って全くの手放しの状態であったため，乙れらの貝類は勿論，それ以外の牒品
ill!J物相も ， ~~~返し侃起されて衰退の危険に瀕している。上位と下位とで差はあるが， 一般に珠の下面
にはアオガイ ・ヒザラガイ ・ケハダヒザラガイが付着し，大型動物ではヤ ドカリ 類 ・カニダマシ ・ヒ
ライソガニ・ オオギガニなどの甲殻類，およびス力、、イ・イ シダタミ ・クマノ コガイ ・イソニナなどの














そω－卜1iu（乙弁刷の／fl):~： l il ・ヒド ロゾア ・ コケ ムシ ・ ホヤ煩などの付1~i＇.助物を ， ま たムラサキウニおよひ
熱，：:; '11：桁I1J JI予のナガウニをその下にきわめて；lf.通に川ることができ，それに削ってパフンウニ ・アカ
ウニを，やや訪日いと 乙ろでは士礼：：；判－：ωシラヒゲウニ ・ラッノぐウニを」よることができる口 ヒト デではヌ
ノメイ 卜マキが最も判通であ る。石を返すと，アワビ ・ト コブシのほかウラウズガイ・ ギンタカハマ
・ ウ ズイチモンジ ・ クボガイおよびガンガラの類がきわめて普通にJ~ られたが，その採J=il-j がえは；1;1j され
なかったために，現在ではイソモノとして価値の低いガンガ、ラ類以外はすくなくなった。ウス ヒザラ
ガイ ・オ トメガサ ・フ 卜コ ロガイ ・マツムシガイ ・ムギガイ ・メダカラカポイなど一般に人目をひかぬ
軟体動物は，現在でも普通に」よることができ る。 しかし，1ji£石をひっくり返 したま 〉で放！1"'＇.するため
に，付着生物が死滅して，観察の計画に思わぬつまづきが起る 乙とがある。 シワホラダマ シガ‘イ の員
第 5図．粗い1沙！京はまだすっかり干上っていない。小）L!誌に／（1］って ここを沙ると隙叩：がある。
さらに小さい入江を削てて，小h島から14-iに矢1＼してい る広一般が見える。
伐の上にほ米色のAt'(：体を（／｜：るカ イウミ ヒドラ もこの部分で抹 し求めることができ る。 乙の転石川凶1JlJ
の部分では， 石の下lζサ ンショ ウウニ ・ ヒ メ ウニを見ることができ ， 柿には石の l~1d の砂 1 1 1乙オ オブン
ブクを見つけることがある。 乙の転石川を丁寧に観察すれば， l~~ I以がない程の多杭多様の 1/1fJ-'f:動物に
抜する乙とができる。
｜担f}[lj1~· !1：＼（~ 1山，： 1~ ： （ζは2.i±のいちじるしいJ.:f.i'f5があり，そのlUiζ浅いタイドプールがμられる出」或があ
る。Li羽目の蔭になった！肝にはチゴケムシ ・ウミシパなどのヒドロ虫知の＇.lf：治がμられ，タイ ドプー ノレ
の中 には キ クメイシモドキの間体がλ られる。 i生1 1JllJ 1' ;·1iJ,（；は一般に米に肖く i~il乙 ｛~i~4 して， ゆるやかに
ノkl乙没している。 その凶‘ ：｜ じ1り か らこ｜ じ J~j±Iζ沿うては， 特 l乙外洋的性格が強い。 一凶北J-rJ で はカメ ノテ ・ ク
ロフジツボが混合した上位からp クロフジツボとケガキのrmった「J=i位を経て，強校区域の特徴を示す
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込； ！if. （＼西側には一面lζ ウニのI~下落が児られる。 ウニの各但｜がそれぞれに小さい穴を山有している械が
面白い。その主要素はムラサキウニ ・タワシウニおよびナガウニである。 乙こには柿ーにクロウニやサ
ンゴイソギンチヤクが見られるD 熱，：：；：性のコシダカウニは，卵 lこ色素がすくなく， 実験?rJ~察 lこ最も j必
しているが，この岩礁一川で相当数を矧察する乙とができる。 しかし，このウニの増以にはムラが多
い。低；1：リj線付）.江i乙イガイやクロチョウガイを見ることも稀にある。





帰りは小丸山東側の1~；－ rl（（＼ を辿ろう 。 小さい入江を 1;1＼~j てた j斗ω米側にある~；·(i,f.!i は，表j(Jj ！ζ泥をかぶっ
て，ヒバリガイの密集群落に覆われている。岩間、伝いに白山本山のl!.fi北角に至ると， 乙乙 はほぼ
lOOOm2のフラッ トをなしている。いわゆる漣痕が天然記念物の指定を受けているのはこの部分であ






る口 さて西北川のJ.i判1;lζ取りつくと，アラレタマキビ，i；；からイワ フジ ツボ ・冬j切にはフノリ，：i ~ ： .ケガ
キ ・クロフジツボ川と下っていく成層がIVJll京に刷先進できる。 イワ フジ ツボ川上位には柿に熱，： ii 1l~I：ニの オ
オイワ フジツボを混じている。 クロ フジツボ，：: ~： は ウミトラノ オーに裂われていることが多い。
,1; ,jの北部品川、ー もJ）（いフ ラットをなしており， ζ 乙の[Jえいプーノレには ， チグリオプスと I I子ば ~l, るケン
ミジン コが繁タ1（する。 乙のフ ラット が束lζjぷきるあたりには，ウ メボシイソギンチヤク の松＼以Jti1J:Yが
あるコ
,1;,j の東側に姐ると ， frJ~燥の J必！升は 1 11 ;!;15 の ι；問、刀、雨が Pil~-fl とな る D ／／＇）与の (ij~f,｛ と比べて， 111;'{[5山間、lこ
はまだかなり の程皮lζ外洋l'i-J’11u名が)ijよっている乙 とが判る。 乙乙では1＇；のml乙モエギイソギ、ンチヤク
を凡る 乙とができ る。 ζ の 1~；－ (Jtから ，1;,j の出 i十jk;/i iζ主る「lりが，i~ 1,I: 1；を通じて1止も｜什1:.nH
2互!I'dである口i1:YJl〔l川’上｛1／：のあるi沼分は，ほとんどタマキビの純lfr：作 lζ1~i められてお り ， 低 i1:9J お；~iζ近い
平Jil部は，ほとんど例外なく泥をかぶって，ヒバリガイlζ訟われている。かく して，r;，）の外洋側と 1J~ 湾
仙｜！ とを比似しつつ，船をつけた店!Jtir 1’1｝りお くljlζは，；1:iJもあげ始めている。
大型の動物，自につき払いいちじるしいもωだけを拾っても， ,1;jを－），＇，］する｜旧にが0200仰を数える
のが普通であるコ さらにカ キやフジツボの！日jを’，！；：1jり，i/1J；；~~の似を分け ， li'.V、や起を 1J:d って小さい！日j物ま
でを限し求めたら，乙の，1;,jでどれだけω付：Jiu):fU1物が」ょっかるのか，f;i',jljl.!C:}:l_｛象もつかないu
乙の止かな（，1山（） li!J~ ］ 1 Lは，今後厳重に保，［生して，イ、h丘一.：1;:における一般行1J洋生物の主弘！なH:Jtiとし
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出 i；占 の I山形 と主な生物群先
Amー イソハマグ リ群集， Baー ミナ キギボνム i/Jtl；伝， Btー クミニナm：治，
Coー マ）iキ）fイ町民，Eeー ク ニ刈lfr;';.i,Gaー ク マ ンガ イ町民， Hoー ニセク υ
ナマコ1n：比， Paー ナツマア ）JjJイlf!;/i, Pl－ コマブニナ1t下部， Po－ー ムラサキ
クノレマナマコ1町集，斜線i'1!1は水没せぬところ p ム一三角点．
